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化ツールとしてのコンピュータ支援ソフトウェア・エンジニアリング (CASE， Computer 






COBOL は，このような構造化プログラミングに適する COBOL 文法によって作成される
COBOL プログラムを意味する。
COBOL 言語は COmmon Business Oriented Language (事務用共通言語)として，
1959年にアメリカで結成されたデータシステムズ言語協議会 (CODASYL，コダシル， COnｭ
ference on DAta SY stems Languages) が， 1960年に COBOL を発表し，その後，我が
固においても 1972年 8 月に J 1 S (日本工業規格〉として， COBOL-1972 が規定され，幾度
(1) 第一世代言語は計算機命令だけから成る機械語(マシン語， machine language)，第二世代言語は















J 1 も、はプログラムの高度な機械独立化を促進するために， COBOL で表現されるプログラ
ムの書き方と解釈を規定しているので，特定のコンビュータ機械やソフトウェアに依存しない
ようにして，各機種の COBOL との互換性が維持されている。
まず， J 1 S では，機能から見た言語規格の範囲を次のように規定している。
1. 中核 (nucleus) 機能
4 つ部の基本的な構造の範囲内で，データを内部処理する機能であり，表の定義や呼出しを
行う要素も含んでいる。機能の範囲によって水準 1 と水準 2 に分けられている。
2. 順ファイノレ (sequential i-o) 機能
データのレコードが一定の順序で構成されているファイル(順編成ファイル， sequential 
organization 臼e) の定義及び呼出しの機能である。水準 1 と水準 2 に分けられている。
3. 相対ファイル (relative i-o) 
データが相対レコード番号によってランダムに入出力できるファイル(相対編成ファイノレ，
relative organization file) の定義及び呼出しの機能である。乱呼出し (random access , 
乱処理)と順呼出し (sequential access，順処理〉機能も含む。水準 1 と水準 2 に分けられ
ている 0
4. 索引ファイル (indexed i-o) 
データのレコードに固有のキーと索引(index) を持つファイル(索引順編成ファイル， inｭ
dexed sequential organization file) の定義及び呼出しの機能である。乱呼出しと順呼出し
機能も含む。水準 1 と水準 2 に分けられている。
(2) 本稿での用語，説明は J 1 S に準拠し，引用している。




5. プログラム関連絡(inter-program communication) 





7. 原始文操作 (source text manipulation) 
原始プログラムの翻訳の際，原文の挿入や置換を行う機能である。水準 1 と水準 2 に分けら
れている。




装置と通信する機能である。水準 1 と水準 2 に分けられている。
10. デバッグ (debug)
デパヅグ用のアノレゴリズムの機能である。水準 1 と水準 2 に分けられている。
11. 区分化 (segmentation)
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レベル指示語 (FD ， SD; RD) 

































COBOL の語 (WORD，文字列)は， 30文字以内の文字列であって，利用者語，システム
名，予約語であり，語の各文字は英文字，数字及びハイフンから構成される。(我が国で使用
されている COBOL においては，カナ文字，漢字をも使用できることが多い〉












イ.特殊レジスタ(コンパイラが作り出す記橋場所， DEBUG-ITEM, LINAGE-COUNT 











① 見出し部 (IDENTIFICATION DIVISION) 
プログラムの識別を示す部であり，プログラム名，作成者名，作成日等を記述する。
② 環境部 (ENVIRONMENT DIVISION) 
機械構成，データ・ファイル名及びアクセス方法などの管理情報を記述する。
③ データ部 (DATA DIVISION) 
プログラムで使用するデータ項目名，データ・ファイル，作業データ領域等を定義する部で，
プログラムが処理するデータについては必ずここで定義しなければならない。





















[AUTHOR. [注記項. ]…] 
2. 環境部 (ENVIRONMENT DIVISION) 













[1NPUT -OUTPUT SECTION. 




ステムで使用するアクセス名を対応させる。次の例ではファイノレ名 URI-FILE を UOl に対





SOURCE-COMPUTER. F ACOM340R. 
OB]ECT -COMPUTER. F ACOM340R. 
INPUT -OUTPUT SECTION. 
FILE-CONTROL. 
SELECT URI-FILE ASSIGN TO UOl. 
SELECT LST -FILE ASSIGN TO U02. 
3. データ部 (DAT A DIVISION) 
(1) データ部の構成
データ部は，ファイル節 (FILE SECTION)，作業場所節 (WORKING-STORAGE
SECTION)，連絡節 (LINKAGE SECTION)，通信節 (COMMUNICATION SECTION) , 










(4) ここでの用語の使用は FACOM OSJV jX8 での名称を一部に用いている。













BLOCK CONT AINS 整数~ ~ 
LCHARACTERSJ 
[fRECORDIS vsmmD1 
LABEU一一一一一一 H ~ 
一一一一一IRECORDS ACEハOMITTED J 
本ファイル節で記述するレコード記述項(特定のレコードの性質を記述するデータ記述項の
組〉は入出力ファイルで使用するデータ・レコードの定義であり，形式は次のようになる。
…番号 [J;ニ] [{::~TURE} IS 文字列]
なお，次の作業場所節で記述するデータ記述項の一般形式は次のようになる。
「データ名l 叝PICTUREl l 
レベノレ番号 I _ I I ~ ~ IS 文字列 I [VALUE IS 定数].




② FILLER (フィラー，無名項目〉は， データをレコード中で直接参照しない時に用いる。
③ PICTURE (ピクチャー，または PIC) は，基本項目や独立項目の一般的性質や，編集
される形式を示す。よく使用されるものを下記に示す。
9 数字 1 個の桁を示し，項目の 1 桁に数える。
99999 と 9(5)は同じ意味を示す。以下の PICTURE 文字も同じ
X 文字 1 個の桁を示し，項目の 1 桁に数える。
S 演算符号の存在を示し，通常は項目の 1 桁に数えない。
V 想定小数点の位置を示し，項目の 1 桁に数えない。
Z 先行するゼロ列を空白に置き換え，項目の 1 桁に数える。
' 文字“， " (コンマ〉を挿入する位置を示し，項目の 1 桁に数える。







FD URI-FlLE BL収:K CONTAINS 10 RECO郎S
LABEL 賠CO即時 STAND泣自~.
01 URI-DATA 
02 HIN-ﾇODE PIC X(4). 
02 HIN-NAME PIC X(lラ).
02 URI-S?¥J PIC ヲ (6).
02 T.腿KA PIC 9(6). 





77 KIN弘前 PIC 9(ヲ〉 V此UE ZERO. 
01 LST一郎AD1.
02 FILLER PIC X(24) VAL田 SPACE.
02 FILLER PIC X(26) VAL'むE "u R 1 A G E 1C H 1 R A ".
02 FILLER PIC X(12) VALUE "N HYO " 
01 LST-HEAD2. 
02 FILLER PIC X(21) V垣JJE SHOHIN-ﾇOD" • 
02 FI江，ER PIC X(2の VALUE "E SHOHIN-班EI " 
02 FILLER PIC X(20) VALUE SURYO T胡貼".
02 FILLER PIC X(20) V札UE KIN以鼠J " 





ACCEPT, CLOSE, DISPLA Y, OPEN, READ, REWRITE, ST ART , USE , WRITE 
② データ操作関係




































l 1 -0 {ファイル名}…J
② READ... ファイルからレコードを読み込む
READ ファイル名 [NEXTJ RECORD 
[AT END 無条件文 1J










MOVE i ~ TO {一意名 2}
一一一- l定数 J 一一
④ COMPUTE.一四則演算の式を作る。
COMPUTE {一意名 1 [ROUNDEDJ} … =算術式 1
[ON SIZE ERROR 無条件文 1J 
[NOT ON SIZE ERROR 無条件文 2J
[END-COMPUTEJ 
⑤ IF...条件によって，次の処理の流れを変える。
(ELSE {文 2 }… [END-IFJ1 
(THEN {文 1} . 1 I一一一 一一一一一|
IF 条件 1 L_____ __________r •ELSE NEXT SENTENCE ト
- ~. ~.. - lNEXT SENTENCEJ 1 一一一一一一一一 | 





PERFORMI 手続き名 11_lTHRU ↓手続き名 2J 
[無条件文 1 END-PERFORMJ 
b. 書き方 2
r r(THROUGHl l寸
PERFORMI 手続き名 11 ↓ }手続き名 2 1 
1 LlTHRU J 1 
i一意名 1}
• ME [無条件文 1 END-PERFORMJ 
整数 1 J 一一一
c .書き方 3
r rrTHROUGH1 II 
PERFORMI 手続き名 11{ ~手続き名 2 1 
1 IlTHRU J J 
[町ORE1wmTmJ J] 即日件 1
一一一 lAFTER J -一一一一
[無条件文 1 END-PERFORMJ 
d. 書き方 4
r rrTHROUGHl l寸




一時四tipi 堅 iLZ74jE盟主条件 1
「一意名 51 卜 I ___ r一意名 71
AFTER ~ ._. -. ~ FROM ~指標名 4~ BY • ↓ UNTIL 条件 2[「一一一-l指標名 3J 一一一 1_ _ 1- l定数 4 J 一一一一
定数 3 ) 
[無条件文 1 END-PERFORMJ 
( GO TO---処理の実行順序を変更し，指定した手続きに制御を移す。一般的に構造化プログ
ラミングでは， iGO TO 文」を使わないが，場合によっては，使用した方が，プログラムの
流れを分かりやすくすることがあるので，必ずしも iGOTO 文」を廃止しているのではなし、。
a. 書き方 1
GO TO [手続き名 1J
b. 書き方 2 (一意名 1 の値が1 ， 2…， n の時に手続き名 1 ，手続き名 2 ，…，手続き名 n に
実行順序を変更する。〉
GO TO {手続き名 1 }… DEPENDING ON 一意名 1
③ WRITE...処理結果を書き出す
WRITE レコード名 1 [FROM 一意名 1J
n一意名 21 rL1NE 1 
(BmRE ( l整轍数 1 : L比凶L一一一} A幼…D
AFTER J 1 r呼び名 11  
l lPAGE J 
[AT{:::心山「無条件文 1J















COBOL 言語で記述されたプログラムを原始プログラム (source prograrn) と言L、，これ
をコンピュータの理解できるよう翻訳(コンパイノレ， cornpile) する。この翻訳するソフトウ
z アを COBOL コンパイラ (cornpiler) と呼ぶ，翻訳されたプログラムをオブジェグト・モ




























FD文 (DD文) File Definition 









-・ 1 ・・・・・・・・・ 2 ・・・・・・・・・3 ・・・・・・・・・4・・・・・・・・・ j. • . .一. .・6 ・・・・・・・・ .7 ・・
￥ JOB 刃αロX， LIST=(A, JD) 
警 CBLCLG SO町=A
苦CORSLIB FD 乱IB=D.ん FlLE=:沼xxx:ぇ Eぇ COBOL，路地J!R=腿IDAI
警GO.U01 FD UOl=DÃ, FlLE=XXX沿弘通{.DATA.VOL=OOOOOl 








制御文を出力する場合は LIST=(A， JS) とする。〉
￥ CBLCLG SOUT=A 
COBOL プログラムの翻訳，結合編集，実行を行う。
(COBOL プログラムの翻訳のみなら CBLC，翻訳・結合編集なら CBLCL とする。〉
￥ COB. SLIB FD SLIB=DA, FILE=XXXXXX. EX. COBOL, MEMBER=REIDAI 
翻訳される COBOL プログラムはアクセス名 SLIβ(機種名は DA (Direct Access) で
ある〉から入力する。プログラム XXXXXX. EX. COBOL は区分編成ファイルでその内の
REIDAI プログラムを翻訳する。 SLIB は Source Library，つまりソースモジュール(原
始プログラム)の入力用のアクセス名である。
￥ GO. U01 FD U01=DA, FILE=XXXXXX. EX. DATA, VOL=OOOOOl 
プログラムの実行の際に使用される COBOL プログラム上のアクセス名 U01 は，機種名
では DA (Direct Access) であり，ファイル名は XXXXXX. EX. DATA である。ディ
スク装置くボリューム通し番号000001)に存在している。
￥ GO. U02 FD U02=DA, VOL=WORK , TRK=(10, 2, RLSE) , SOUT=A 
プログラムの実行の際に使用される COBOL プログラム上のアクセス名 U02 は，機種名
では DA(DASD， Direct Access Storage Device) であり， システムで用意している






ディスク上の売上データ(アクセス名: U01，データセット名: EX. DATA) を読み込み，
売上一覧表〈アクセス名: U02，)を印刷するプログラム (REIDAI)o (行番号は省略している〉











SELEC,'T URトFILE ASSIGN TO U01. 
SELE白 LST-FILE ASSIGN TO U02. 
DATA DIVISION. 
FlLE SECfION. 
FD URトFlLE BLOCK CONTAINS 10 班COPJ)S
LABEL RECORD 1 S ST蛸D紹D.
01 mU-DATA. 
02 HIN-CODE PIC X(4). 
02 HIN-N.胤E PIC X(l5) . 
02 URI-SUU PIC 9 (6). 
02 TANKA PIC 9 (6). 
FD LST-FlLE 







7 KINGA1江T PIC ヲ (9) VALじE
7 KI貫一TOTAL PIC 9 (9) VALUE 
7 LINE-C灯 PIC 9(9) VALUE 






02 FILLER PIC X (24) VALUE SPACE. 
02 FILLER .PIC X (26) VALUE "u R 1 A G E 
02 FILLER PIC X (12) V必JE "N HYO 
01 LST一回AD2.
02 FIL日R PIC X(21) V札ú'E
1 C H l R A ".
， τ 
SH叫IIN-COD
02 FILLER PIC X(20) VALUE "E SHOHIN-.距I " 
02 FILLER PIC X(20) V且ÁJE SURYO TJ官J{A"
02 FILLER PIC X(20) VALUE KlNi白日KU '‘ 
01 LST-BODY. 
02 FILLER PIC X(14) VALじE SPACE. 
02 LST-CODE PIC X(4). 
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02 FILLER PIC X (7) VAL田 SPACE.
02 LST-N.地fE PIC X (15). 
02 FILLER PIC X(3) V ALUE SPAC'E. 
02 LST-SUU PIC 7Zl, 729. 
02 FILLER PIC X(3) V ALUE SPACE. 
02 LST-T却臥 PIC 主軒￥，持9.
02 FILLER PIC X(3) V ALUE SPACE. 
02 LST-KIN PIC 主持￥，腎￥，腎9.
01 LST-TOTAL. 
02 FILLER PIC X(ラ 1) VAUJE SPACE. 
02 FILLER PIC X(10) VAL店 "SO-GOKEI ヘ










MOVE 25 TO LI眠-GNT.
班油田トFILE AT mm 
時OVE 1 TO END-SW. 
PROC2. 
IF LINE-CNT ==お
MOVE ZERO TO LINE--C.貯
MO泥 SPACE TO LST-DATA 
WRlTE LST-DATA AFTER PAGE 
腕UTE LST -DATA FR側 LST-HE却l 必TER3
限lTE LST-DATA FROM LST←臨A21 却TER 3. 
附泥 HIN-CODE TO LST-CODE. 
間四 HIN-N.地fE TO LST-Nl弘司E.
問VE URI-SUU TO LST-SUU. 
MOVE T却KA TO LST--li制KA.
∞班>UTE KINC湖町== URI--SUU * 工ANKA.
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期児 KINGAKU TO LST-KIN. 
ﾆm 1 TO LINE-C紅
限l1E LST-DATA FROM LST-BODY AF百R 2. 
AD KIN弘盟J TO KIN-TOTAL. 
REft.D URトFILE AT END 
MO泥 1 TO END-SW. 
PROC3. 
lF LINE-αT = 25 
MOVE ZERO TO LlNE-αT 
MOVE SPACE TO LST-DATA 
WRI1E LST-DATA 店TER PAGE 
WRlTE LST -DATA FROM LST -HEADl AF宮R3
WRlTE LST-DATA FROM LST-HEA21 AFTER 3. 
MOVE KIN-TOT此 TO 15T-T侃
WRI官 LST-DATA FROM LST-TOTAL AFTER 2. 
CLOSE URI-FlLE L訂'-FlLE.
*データ伊i
-・・・・ 4‘・・・・・・・・ 2・‘・・・・・・・ 3・・・・・・・・・ 4・・・・・.. . 5 ・・ E ・・・・・・6 ・・・ g ・・・・・7 ・.
0102ヂ持方、 ta7
0104デン有意。マダイ
000312008000 
000085009480 
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